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DuMA ニュースレター                                  2020年 8月 17日 

緊急地震速報の誤報に関する続報 

 7月 30日、気象庁は関東や東海などの広い範囲で強い揺れが予想されるとして、緊急地震速報を発

表しましたが、実際には揺れは観測されませんでした。この誤報は従来の誤報（ほぼ同時に２箇所で小

さな地震が発生したものを同一の大きな地震と誤認、あるいは実際の地震発生と同時に別の観測点で

ノイズを観測して、それを地震と誤認）とは全く性質の違う誤報でした。 

 気象庁は「観測点が陸域にしかなく最初の震源の推定を誤った」と発表しました。次にお示しする図は

８月３日のニュースレターでお示しした図ですが、★が最初に間違って推定した震央、X が実際の震央

です。 

 現在、緊急地震速報の発令のために用いる地震観測網は下の図にありますように気象庁（国交省）と

防災科学技術研究所（文科省）が展開しています。ところが今回の誤報で実は２つの問題（疑問）が明ら

かとなったのです。１番目は「観測点が陸域にしか存在しない」というのは気象庁の観測点の事で、以前

から気象庁は「緊急地震速報の発令には少なくとも気象庁の観測点２箇所で地震動を観測する必要が

ある」と言っていたのです。実は海域には防災科学技術研究所が運営する S-NET という海底地震計観

測網（東日本大震災の復興予算で急遽配備された）が存在しています。この状況がまだ改善されてい

ないと推察できます。２番目は S-NET が所期の性能を発揮していないという情報（少なくとも津波検知

のための水圧計についてはトラブルが報告されている）があるのです。以下は水圧計に対する防災科

研の情報開示です。 

https://www.mowlas.bosai.go.jp/news/20181228/ 

 問題は地震計システムについても不

具合の可能性が存在するという事なの

です。もし S-NET の観測点が緊急地

震速報の警報発令に使われているの

であれば、今回のような誤報は原理的

に発生しなかったはずなのです。省庁

間の“縦割り行政の弊害”でない事を

祈るばかりです。 

 気象庁は８月１４日、この「誤報」に対

する当面の改善策を発表しました。こ

れは最初に想定した震源から 700km

より離れた観測点のデータはマグニチ

ュード推定には使用しないというもの

で、根本的な解決策では無い事を気

象庁も認めています。 

 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20200809/k10012559111000.html 
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東北地方海域の地下天気図® 

 ７月１３日のニュースレターに引き続き、東北地方沖合の海域（含：一部陸域）で発生するマグニチュ

ード７クラスの地震に特化した解析です。今週は Lタイプ地下天気図がどのように変化してきたかをお

示しします。 
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 今週は、これまでにお伝えしてきた２０２０年４月１７日、７月１０日および最新の８月１４日時点の L タイ

プ地下天気図です。襟裳岬西方の異常が７月頃に一番大きく（青色が濃く）なっていたことがわかりまし

た。 

 図中の■の地点の Lタイプの時間変化曲線を次にお示しします。この図からも一度静穏化が進んで

から一旦解消方向に進み、再び静穏化が進んだ事がわかります。 

 これまでの経験則が正しければ、地震発生はもう少し先という事になります。また地震は異常の中心よ

り、異常の周辺部で発生する事が多い事も経験的に知られています（グラフのゼロが異常が無い事を意

味している）。 
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